
 
社会・文化・教育

研究テーマ 国債蓄積を伴った経済成長理論のマクロ経済学的分析

所属  富山大学経済学部 講師　本山卓実

研究分野 マクロ経済学

キーワード 内生成長　国債　世代重複モデル

研究室URL：

研究の背景及び目的

経済成長を促進させるためには、技術革新・教育推進・インフラ整備などが
あり、これらは政府による補助的な政策によって保管される。その際重要と
なってくるのが財源の問題であるが、通常は税で賄われる（均衡財政）の設
定を緩めて、国債発行による財源調達も可能としたとき、どのような経済的
な示唆が得られるかについて分析している。

期待される効果・応用分野

・現在ではほとんどすべての国で国債発行はありふれている。その意味で財源調達手段として国
債を考慮に入れることは各国のポリシーメーカーにとって重要であり、そのようなときに本研究
の示唆が有用となりうる。
・特に日本は債務/GDP比率が2をはるかに超えて断トツであり、そのような場合に追加の国債発
行が認められるかどうかというのは重要な問題である。
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